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学問探究講座を実施しました 11 月 13 日(木)  

大学・短大・専門学校の教員による講義の受講や、様々な業種の事業所で働く方々との対話を通して、学問に対する

興味・関心や「学ぶこと」に対する考察を深め、一人一人の進路選択に生かすことを目的として、１・２年生全員を対

象に「学問探究講座」を実施しました。講座は１コマ７０分で、生徒は２０講座の中から２つの講座を選択して受講し

ました。一人一人の進路希望は異なっていても、教養を深めることや物事を深く考えることは皆さんにとって必要なこ

とだと思います。今回の講座を通して学んだことを、是非これからの様々な活動に生かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生徒の感想より（一部）～ 

・歌を題材にして授業を組むことができることに驚きを感じた。今回の講座を受けてみて、学ぶものについて事前に調べるこ

とで授業が楽しくなることが分かった。また、大学では探求心と好奇心をもつことが大切だと思った。普段の授業から今回学

んだことを意識していきたいと思う。 

・心理学は100%の答えがない学問で、とてもおもしろいと感じました。印象に残っているのはフロイトの「人には意識と

無意識がある」という内容で、ストレスを抑制することで意識するようになり、夢や症状、行為に表れるというものです。嫌

なことが頭に残るのは理解していたけど具体的な原理を知ることができたのが嬉しかったし、おもしろいと思いました。 

・英語が今いかに重要な言語であるかを知ることができた。将来どんな仕事をしても英語は関係してくるので、今のうちにで

きるようにしておきたい。また、文法や発音がきっちりとした英語でなければ伝わらないと思っていたが、英語は World 

Englishesとよばれるほど様々な種類があることも分かり、英語に対しての見方も変わった。 

・今回の講義で、何となくのイメージしかなかった経済学と経営学について詳しく学ぶことができた。公共の授業で触れた内

容も出てきて理解が深まった。大学では社会科学に関する学問を学びたいと思っているので、経済学や経営学も視野に入れて

進路を考えていきたいと思った。これからの生活につながることばかりだったので生かしていきたい。 

・教育の場において子どもから技術や才能を引き出し意欲をもたせる役割が教師にあると分かった。講座の中で先生が話して

いた「認める」という言葉がとても印象的だった。その子の魅力・良いところを認めて受け入れてあげることが子どもの成長

にもつながると分かった。全ての面で子どものことを受け入れ、成長させられるような教師になりたい。 

・AIを使って生成や加工の画像処理をしたことがあったけど、画像処理の技術をAIを使って行うまでに、たくさんのデータ

やシステムが使用されていると分かりました。でも、データに偏りがあると間違った処理になってしまうなど、難しいなとも

思いました。普段何も知らずに使っていたので、技術について学ぶ良い機会になりました。 

・物質の成り立ちや宇宙の始まりを解き明かそうとし、現代では素粒子まで発見することができたという歴史を知り感銘を受

けました。宇宙の始まりを再現するというのはとてもおもしろそうだなと思いました。その再現をするための ILC の建設候

補地が岩手にあるということに驚きました。とても興味をひかれる内容でした。 

・風力発電はエコであるからもっと風車を建てればいいのにと思っていたが、建てた風車の後ろに吹く風は乱れるためそれな

りの間隔が必要で、ただ増やせばいいだけではないことが分かった。風車を建てるとCO2が減ることが計算によって求めら

れていて、自分も計算で求められるくらいの知識や経験を得たいと思った。 

・歴史的建造物や空き家を利活用する活動やイベントを通して地元の良さを広めている取り組みがすごいと思った。伝統的建

造物群保存地区には秋田県内の地域も入っていて、いつか自分もこの目で見たりイベントに参加したりしてみたいと思った。 

・高齢化が進んだ現代の看護は、高齢者の気持ちが理解できていないといけないと分かった。今までできていたことが急にで

きなくなり誰かの助けが必要になって不安がある中で、さらに不自由なことが増えるのはとても怖いことで、その恐怖や不安

を取り除いてあげることも看護の仕事だと思った。 

 

＜令和７年度「学問探究講座」 実施講座＞ 

No. 講座 No. 講座 No. 講座 No. 講座 

1 人文社会 6 情報 11 美術・ﾃﾞｻﾞｲﾝ 16 調理･製菓 

2 心理 7 理学 12 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 17 スポーツ 

3 国際関係 8 工学 13 福祉 18 公務員 

4 経済･経営 9 建築 14 保育 19 就職Ⅰ 

5 教育 10 看護 15 理美容 20 就職Ⅱ 

  



・実際にパッケージを考えると、何を伝えるのか、字体はどうするかなど人によって考えが様々で、その分だけ様々なデザイ

ンがあると改めて知ることができた。伝える目的や媒体によりデザインの大まかな見た目が変わってくるし、伝わっていない

デザインは間違ったデザインだと知り、デザイナーさんはすごいと思ったと同時に、自分には合わなそうだなと思った。 

・理学療法士と作業療法士のどちらを目指そうか迷っているが、講義を受けて、よりリハビリテーションに興味をもった。リ

ハビリを担当する側になる前に、まずは自分の姿勢や筋力なども見直していきたいと思った。基本的な動作と応用的な動作の

違いも明確に分かっているわけではないので、そのことも勉強していきたい。 

・身体に何らかの障害を抱えている人に対してどう接するのかを学ぶことができた。障害を「障害」として捉えるのではなく

「それぞれ異なるからこその良さがあるのだ」とプラスの方に考えるという考え方を学んだ。「絶対にこのやり方をする」で

はなく「私は何をしてあげられるのか」と考え方を変えてみることも良いと思った。 

・今の世の中での子育ての大変さを学ぶ中で、保育の仕事についても学ぶことができて楽しかったです。スマホ育児のメリッ

ト・デメリットについても考えることができました。スマホが悪いわけではないと思うので、うまく利用していけたらいいの

ではないかと思いました。 

・相手の気持ちを読み取ったり話しかけたりするのが難しかったです。メイク体験のペアが初対面の相手で、職業に就くとこ

れが毎日なのかと思いドキドキしました。丁寧かつすばやく仕上げるので、プロはすごいと思いました。 

・マジパンは飾りなどに使われていて見て楽しむものだと知った。パティシエは、食べるものだけでなく、みんなが楽しめる

ようなものも作っていて素敵だと思った。実際にバラを作って、花びらをつけるときに少しずつずらしながら重ねるようにし

てきれいに見えるように作るのが難しかったけど、完成に近づくのが楽しかった。 

・柔道整復師という仕事を初めて知りました。痛みにも理由があったり、痛む場所とは違うところが原因だったりと、体の仕

組みを知らないとできない仕事だと思いました。そして、その痛みの原因を解決してくれる人がそばにいたら心強いし、スポ

ーツに全力で取り組めるので、とてもありがたいことだと思いました。 

・公務員の仕事はかっこよくて自分もなりたいと思っていましたが、その仕事が好きでも自分にできないと意味がなく、その

職場で戦力になれるように自分を高めていくことが一番大事だと思いました。 

・働くときには何かしらの理由があると長続きするし、モチベーションにもなると分かりました。そして、働くときには「報

連相」が大事だと分かりました。自分は自ら発信することが苦手で困らせてしまうことがあります。今から意識して働くとき

に生かせるように苦手を克服したいと思いました。 

・サービス業はいろいろな人と関わるため大変なことも多いと知りました。どの職場でも対応力が必要になってくるので、今

のうちから対応力や常識をもっと身に付けたいと思いました。 

 

冬季休業中について ―寒さに負けず充実した取り組みを― 

冬季課外はありますが、明日から約３週間の「冬季休業」となります。 

１・２年生の皆さん、年が明けて進級するまでの約３か月間は「２年０学期」や「３年０学期」といわれ、次の学年

をスムーズに始めるための大事な準備期間です。学習面では各教科からの課題に真剣に取り組むのはもちろんのこと、

これまでの模試の問題を解き直すなど「課題＋αの学習」にも取り組んで学力の基礎を固めていきましょう。「基礎」

とは「易しいこと」という意味ではなく「物事の土台となる重要なこと」と捉えましょう。また、これまでの学習や部

活動、学校行事、探究活動などを振り返り、自分が経験したこと、考えたこと、感じたことなどをぜひ書き出して整理

し、自分の将来に対する思いを深めていきましょう。皆さんがさらに成長していくための原動力になるはずです。 

３年生の皆さんにとっては、これまで以上に「自己管理」が求められる冬になります。自動車学校に通ったりアルバ

イトをしたりする人もいると思いますが、この時期は降雪・凍結といった天候だけでなく、年末年始を迎えるどこか慌

ただしい雰囲気の中で思わぬ事件・事故も心配されますので、来春 

からの生活のためにくれぐれも気をつけて、安全な生活を送ってく 

ださい。また、ここでしっかり高校の学習内容を身に付けておくこ 

とが今後の自分を支える基礎となりますので、ぜひ学習にも意欲的 

に取り組んでください。これから受験を迎える人は言うまでもなく 

全力で向かっていくだけです。日中の試験に備えて生活リズムを整 

えつつ、心身ともに健康であることが何よりも大事です。焦りも出 

てくるはずですが、未完成の科目ばかりに没頭せず、各教科のバラ 

ンスを考えながら着実に学習を進めましょう。「受験は団体戦」と 

いわれます。一人一人がそれぞれに努力している姿はお互いを励ま 

し、個々の力をさらに引き出していってくれるものです。それぞれ 

の取り組みが充実したものになることを期待します。 

＜冬季休業中～休業明けの進路関係行事＞ 

・12/22(月)･23(火)･24(水) 

1,2,3年冬季課外/1,2年公務員ｾﾐﾅｰ･模試 

・12/25(木)･26(金) 3年代ｾﾞﾐﾊﾟｯｸ模試 

・1/5(月)･6(火)  3年河合塾ﾊﾟｯｸ模試 

・1/7(水)･8(木)･9(金) 3年冬季課外 

 

・1/13(火) 授業再開 1,2年課題ﾃｽﾄ 

・1/16(金)･17(土) 2年進研模試/看医模試 

・1/17(土) 1年進研模試/基礎力診断ﾃｽﾄ 

・1/17(土)･18(日) 大学入学共通テスト 


